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グループワークにおける大学生の就職活動版ストレ
ングスカードの効果に関する研究
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(1)大学生の就職活動版ストレングス尺度と自尊感情
尺度について
中村（2002）は，コンプリメントについて“ある人
のしたことや，考えなどにたいして「あつ’それはい
いね。それはすごいね」と賛同することであり，敬意
をあらわすという形をとることもあるし労をねぎらう
形にもなる”と述べ，コンプリメントをグループ間で
相互に行いあうことをインタラクティブコンプリメン
トと定義した。また，過去の成功体験とその際のリソー
スの具体的な記述によるセルフコンプリメントやイン
タラクティブコンプリメントによって自尊感情が向上
することを明らかにしている。本ワークでは，大学生
の就職活動版ストレングス尺度の性格・性質因子と自
尊感情尺度の得点が向上した。これは，第１回目
(Ａ）「私が持っているストレングス」において，セル
フコンプリメントを促し，第１回目（B）「友達が教
えてくれたストレングス」ではインタラクティブコン
プリメントを促したためと考えられる。さらに，これ
らによりストレングスの再認識および自身では気がつ
かなかったストレングスの発見が促進されたと考えら
れる。
(2)精神的回復力尺度・職業的不安尺度について
本ワークでは，精神的回復力に対するワークの効果
が証明された。ワーク全体を通して，自身の持つスト
レングスに対する気づきを促し，ストレングスの活用
方法や獲得を目的とした行動目標を立てたことが精神
的回復力の向上に繋がったと考えられる。特に，精神
的回復力尺度の新奇性追求因子・感情調整因子にワー
クの効果がみられた。このことから，就職活動場面に
ついて見通しを立てることは，感情のバランスを保つ
ことや就職活動という新たなことに挑戦する意欲の向
上に効果的であることが示唆された。また，職業的不
安尺度の職業的情報不安因子においてもワークの効果
がみられた。このことから，ストレングスを活かす方
法を見通すことができれば，就職活動の情報が欠如し
ている状態においても不安を感じにくくなることが示
唆された。
今後の課題
本研究では，ストレングスに関するグループワーク
を通し，職業的不安の軽減，大学生の就職活動ストレ
ングス，進路選択自己効力感，精神的回復力，自尊感
情の向上が促進されると考えた。しかし，本ワークで
は職業的不安の軽減および進路選択自己効力感の向上
に関して大きな効果がみられなかった。今回のワーク
Iま１週間に１回，計２回の短期的な介入であった。そ
のため今後は，本ワークの介入時期や回数について検
討していく必要があるだろう。さらに，本研究の参加
協力者は就職活動を控えた大学３年生であったため，
今後は就職活動中の大学４年生への介入を通し，就職
活動中の大学生に対する本ワークの効果について検討
していく必要がある。また，就職活動中に行われるセ
ミナーやキャリア支援との相互作用についても検証し，
本ワークの職業的不安および進路選択自己効力感への
効果についても再度明らかにしていきたい。
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Abstract
Theobjectivesofthisresearchwerefirsttocreateajobhuntingstrengthscaleforumversitystudents,and
secondtomvestigatetheeffectsofgroupworkusingjobhuntingstrengthcardsforumversitystudentsonthe
statusofjobhuntingstrength，self-efficacyregardingpathselection，occupationalanxiety,mentalresilience，
andself-esteemamonguniversitystudents・ＩｎＳｔｕｄｙｌ,wecreatedajobhuntingstrengthscaleforumversity
E[
students，andobtained27itemsclassifiedintothefollowingthreefactors：personalitiesandqualitiesinjob
huntingamonguniversitystudents"，“interestsanddesiresinjobhuntingamongunlversitystudents"，ａｎｄ
"talentsandspecialtiesinjobhuntingamonguniversitystudents''、Inaddition,thereliabilityEmdvalidityof
thejobhuntmgstrengthscaleforunlversitystudentscreatedhereinwereconfirmed・ＩｎＳｔｕｄｙ２,ｗｅｕｓｅｄｃａrds
basedonthescalecreatedinStuｄｙｌｔｏｃｏｎｄｕｃｔｇｒｏｕｐｗｏｒｋｏｎｌＯｕｎｉｖｅrsitystudentsinthreegroupsof3-4
students、Thegroupwork，whichlasted60min，ｗａｓｃｏｎｄｕｃｔｅｄｏｎｃｅａｗｅｅｋａｔｏｔａｌｏｆｔｗｏｔｉｍｅｓ，andconsisted
ofthefollowingthreeaspects：clarificatiollofstrengthsandreviewofapplicationmethods，establishmentof
specificobjectivesregardingacquisitionofdesirableordesiredstrengths，andself-complimentsandinteractive
complimentsregardingstrengths，II1heresultsshowedincreasesmscoresforthefactorofpersonalitiesand
qualitiesonthejobhuntingstrengthscaleforuniversitystudents,thefactorsofthepursuitoforiginalityand
emotionaladjustmentonthementalresiliencescale,andtheself-esteemscale,anddecreasesinthescoreforthe
factorofoccupationalinformationanxietyontheoccupationalanxietyscale．
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